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第１章 点検・評価制度の概要 
 

１. 点検・評価の目的 
 恵那市教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の

規定に基づき、教育委員会の主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評価

を行い、課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の

推進を図るものです。 
 また、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育行政を

推進します。 
 
 
 【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 
 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

  第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 
  ２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
 

 
 

２. 点検・評価の対象 
 教育委員会は、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」（平成２１年４月１日決裁）

に基づき、令和５年度の教育委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を

実施しました。 
（１） 教育委員会の活動状況に関する事項 
 ア 教育委員会の会議の実施状況 
 イ 教育委員会の調査活動の状況 
（２） 事務事業の執行状況に関する事項 
 ア 主要施策の執行状況 
 イ 主要施策の執行による成果 
（３） その他教育委員会が必要と認める事項 
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３. 点検・評価の方法 
 点検及び評価にあたっては、次の評定基準により、達成度についてその評価を行っ

ています。 
評定区分 評    定 

Ａ  目標を大きく上回る実績 
Ｂ  目標をやや上回る実績 
Ｃ  目標どおりの実績 
Ｄ  目標をやや下回る実績 
Ｅ  目標を大きく下回る実績 

 
 なお、地教行法第２６条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用」については、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」に基づき、評価

委員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。 
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第２章 教育委員会の活動状況に関する事項の点検及び評価 

 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課題 

 

教育委員会会議の

実施状況 

 

開催回数 

  定例会議  12 回 （12 回） 

  臨時会議    1 回 （1 回） 

  協議会   12 回 

  臨時協議会  1 回 

 

審議件数 

【定例会議・臨時会議】 

  承認事項   3 件 （0 件） 

議案     38 件 （30 件） 

  うち可決したもの 

        38 件 （30 件） 

  協議事項    2 件 （2 件） 

  報告事項   3 件（191 件） 

その他教育長報告 

12 件 （12 件） 

【協議会・臨時協議会】 

  協議事項   1 件 

報告事項  148 件 

その他教育委員報告 

12 件 （12 件） 

 

※（ ）内は令和４年度実績 

※議案案件の詳細については別紙

に掲載 

 

 

月１回の定例会を開催し、議案審

議および承認、協議、報告を行った。

令和５年度から情報提供等の報告事

項については、協議会を開催し、情

報共有及び委員による意見交換を行

った。 

承認事項では、契約の締結や補正

予算について、教育長専決処分の承

認を行った。 

議案は、恵那南地区統合中学校準

備委員会の設置、恵那南地区統合中

学校基本構想、教育委員会事務局組

織規則等の改正、歴史資料館整備検

討委員会設置要綱の制定等、その他

は予算関係が主なものである。 

協議事項では、「恵那市の教育」

（案）について意見聴取を行った。

報告事項では、恵那南地区統合中

学校準備委員会の進捗状況や令和４

年度教育委員会点検・評価報告書に

ついて報告を行った。 

協議会では、市が実施する教育や

こどもに関する事業等の説明、各課

が定めた重点目標（５項目）の課題、

実施方策および進捗状況について説

明を受け状況を確認した。 

令和５年度は、中山道広重美術館

の視察を取り入れ、会議を現場で実

施したことで、状況等の確認ができ

た。 

 

【評価】 Ｃ 
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調査活動等の状況 

 

１． 市外視察 

〇令和５年 10 月 17 日（火） 

・今城塚古墳 

（大阪府高槻市） 

・茨木市教育委員会事務局 

（大阪府茨木市） 

〇令和５年 10 月 18 日（水） 

・松下資料館 

（京都市南区） 

・京都国立博物館 

（京都市東山区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内視察等 

〇令和５年５.６.７.９.10.11 月 

・学校訪問   22 校  

・こども園訪問 14 園 

〇令和５年９.10 月 

・運動会、体育祭  

〇令和５年６月 10 日（土） 

・「少年の主張」大会 

〇令和５年６月 24 日（土） 

・恵那市中学校総合体育大会 

〇令和５年 10.11 月 

・市指定研究発表会 ３校 

東野小学校、中野方小学校、 

明智中学校 

 

 

今城塚古墳は、古墳の適正な保存

を基本に史跡公園として整備され、

憩いの場として親しまれた場所とな

っている。恵那市の史跡保存や学ぶ

場の参考とした。 

他市の取組を参考に、今後の恵那

市の教育を充実させていくため、こ

れからの社会を生きる力やいじめ不

登校対策の充実等の教育に取り組ん

でいる大阪府茨木市教育委員会事務

局を視察した。 

教育委員会が実施する旧岩村振興

事務所の先人顕彰施設整備事業にあ

たり、施設整備や運営の参考とする

ため、平成６年に開館した松下資料

館を視察し、展示コーナー等につい

て研修した。 

 京都国立博物館では、博物館がも

つ美術品の保存や収集、展示、研究、

教育普及など、様々な目的における

施設運営について研修した。 

 

学校訪問や行事に教育委員が参

加、出席した。教育現場の状況や実

際の授業の様子を参観して、教職員

の声に耳を傾け、現状の課題の把握

や指導に努めた。 

研究発表や中間まとめは、コロナ

の制限が解除され、各校とも実情に

応じた研究発表を行うことができ

た。 

 学校と市教委懇談会では、令和５

年度の学校運営の成果と課題につい

て、校長及び教頭から説明を受け、

市教委から指導を行いながら、話し

合いを行った。 
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〇令和６年１月 

・学校と市教委懇談会 22 回 

〇令和６年１.２月 

・中間まとめの会 ３校 

 大井小学校、三郷小学校、 

 恵那北中学校 

〇令和６年３月 

・小中学校卒業式 

 

３．岐阜県市町村教育委員会連合会

研究総会 

・令和５年 11 月 10 日（金） 

 可児市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県市町村教育委員会連合会研

究総会が、可児市文化創造センター

で開催された。研究総会ではグルー

プに分かれて分科会方式の実践発表

及び交流会が行われ、他市町村教育

委員との意見交換を積極的に行っ

た。 

 

【評価】 Ｃ 

 

 

その他の事項 

 

 

１．総合教育会議 

 

 

 

○第１回 

・令和５年９月 26 日（火） 

・恵那南地区統合中学校について 

①準備委員会の進捗について 

②基本構想（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合教育会議では、テーマについ

て説明後、市長と教育委員との意見

交換を行った。 

 

 令和５年５月に設置した恵那南地

区統合中学校準備委員会の総会及び

理事会、各専門部会の進捗状況や今

後の予定について説明。また、基本

構想（案）の説明を行った。 

委員からは、「生徒に寄り添える教

育環境を整えるため、教育相談や支

援学級の充実に力を入れていただき

たい。」、「統合に関して、希望を抱い

ている人もいるが、不安を抱えてい

る人もたくさんみえると思うので、

いろいろな意見が出る中で、１つで

も子どもたちのためによりよい環境
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○第２回 

・令和６年１月 16 日（火） 

・「学校でのいじめ・不登校の現状

と取組み」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

２．恵那南地区統合中学校準備委員

会 
 
開催回数 

総会 １回 

を整え、よい中学校を目指してほし

い。」などの意見があった。 

市長からは、「地域の歴史や文化の

伝え方について、学校と地域の皆さ

んを含めた仕組みをきちんと位置づ

けしていくことが大事。これから新

しい学校の計画をつくり、実行して

いくに当たっては、多くの方の意見

を聞いて、それを受け止めて形にし

ていきたい。」などの発言があり、恵

那南地区統合中学校について意見交

換を行った。 

 

恵那市内小中学校のいじめ・不登

校の現状と取組みについて説明。 

 委員からは、「個人で悩みを抱えて

しまわないよう、一人ひとりの話を

聞き、「チーム学校」として対策を続

けてほしい。」、「教員と保護者との関

係性も重要である。」、「相談を受ける

学校側も危機感を持った対応が必

要」などの意見があった。 

市長からは、「不登校について、学

校へ行くためのエネルギーを溜め

る、元気を取り戻せるような仕組み

が必要である。もう一方で、通信制

の高校の進学率が増加しており、新

たな学びの場が求められている。学

びを継続するには何ができるかとい

うことを、全体で考えていけると良

い。」などの意見があり、いじめ・不

登校について意見交換を行った。 

 

 ５月 31 日に、地域、保護者、学校、

こども園の代表者等 74 人で構成さ

れた恵那南地区統合中学校準備委員

会を設置し、令和８年４月の統合中

学校開校に向けた諸課題の検討を行
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 理事会 ５回 
 幹事会 ２回 
 総務部会 ７回 
 環境部会 ９回 
 教育部会 ６回 

 

 

 

 

 

 

 

３．「ＩＣＴ教育らぼ」の取り組み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．教育・発達支援センターの設置

による支援体制の充実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

った。 

23の課題を３つの専門部会に分け

て協議し、幹事会の承認を経て理事

会に諮った。 

令和５年度は「校舎の増築・改修

に関すること」「交流事業に関するこ

と」「学校図書に関すること」「新中

学校の名称に関すること」「スクール

バスの運行に関すること」「部活動に

関すること」の６課題について理事

会の決定を受けた。 

 

学び続ける児童生徒を支える学校

内外の包括的な ICT 教育の推進のた

めに、拠点として「ICT 教育らぼ」

を令和５年度に設置し、子供たちの

プログラミング教育の講座等の開

催、ICT 教育推進のための研究や活

用方法の検討、学校現場へのきめ細

かなサポートを担っている。 

「ICT 教育らぼ」を拠点とした活動

内容が優れた事例として評価され、

第６回日本 ICT 教育アワードにおい

て 12 月、全国 ICT 教育首長協議会優

秀賞を受賞した。 
 
子供たちを取り巻く社会環境の変

化により教育にかかる問題も多様化

している。これに対応していくため、

これまで取り組んできた不登校児童

生徒に関わる適応支援、発達相談及

び教育相談を一体化した、恵那市教

育・発達支援センターを令和５年度

に設置した。 
教育支援室「はなのき」、「むつみ」

では、学校生活になじめない児童生

徒への多様な支援を行い、教育・発

達相談室「あおば」では、臨床心理

9



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．中学生と恵那市の未来を語る会

（生徒会サミット） 
 令和５年７月 28 日（金）  
 恵那市役所 議場 
 中学校８校の生徒会代表と教諭 
 恵那市議会議員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

士による教育発達相談及び発達検

査、支援を要する児童生徒を抱える

学校支援としての助言指導等を年間

を通して実施した。 
 センターとして一体化したことで

子供が持つ特性について、生活面、

学習面、発達面など多方面から情報

共有を図り、個々に応じた幅広い支

援につながっている。 
 
 議場で議会形式をとりながら、市

議会が中学生からのさまざまな提案

に耳を傾け、市政に反映させること

を目的として、「中学生と恵那市の未

来を語る会」を昨年度に引き続き開

催した。テーマを「持続可能な恵那

市を目指して～ＳＤＧｓにどのよう

に取り組むか～」とし、中学校生徒

会が各校の取り組みを紹介し、各校

の取り組みとＳＤＧｓの目標とを結

び付け、恵那市の未来に向けての提

案がなされた。 
 
各校の提案一覧 
・恵那西中学校 

ENAFES(エナフェス)の開催 
・恵那東中学校 

ICT 機器の充実、一新 
・恵那北中学校 

健康寿命を延ばすための体育的

行事の規模拡大 
・岩邑中学校 

ふるさとの未来を盛り上げる 
・山岡中学校 

地産地消給食週間 
・明智中学校 

ペーパーレス化に向けてできる

こと 
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６．小学校授業での「かけっこ教室」

の展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．こども園運動遊び交流会の実施

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．こども園へのＩＣＴ技術の導入

 
 
 
 
 
 
 
 

・串原中学校 
地域すべての命を大切にするた

めに（AED の設置） 
・上矢作中学校 

ゴミ拾い活動 
 

100ｍ走元日本記録保持者であり、

陸上とボブスレーで日本人男子初の

夏冬オリンピックに出場した青戸慎

司氏によるかけっこ教室を、５月か

ら９月にかけて市内全 14 小学校で、

５年生を中心に実施した。 
 参加した児童からは、「走り方を学

び、実践したら今までよりも速く走

れるようになった」、「走ることに自

信が持てるようになった」等の感想

があった。 
 

中部大学との連携により市内全14

園のこども園で６月から 11 月に実

施した。 

保護者に対しては、新聞紙やタオ

ルなど、身近なものを使って楽しく

遊びながら子どもの体力が向上でき

る運動を紹介した。 
こども園の先生に対しては、運動

プログラムを組み込んだ研修を行っ

た。 

 

保育業務システム（登降園管理・

お知らせ発信など）の本格運用に合

わせて保育教材アプリを導入し、園

活動で活用を開始した。 
外部講師と市内こども園 14 園を

オンライン中継で繋ぎ、実技講習を

３回（８月、12 月、令和６年２月）

実施した。 
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９.こども園でのおむつ処分の実施

 
 
 
 
10．給食賄材料費の高騰に対する支

援の実施 
・エーナ給食の日 
実施期間：令和５年４月から 
対 象：市内小中学校 22 校 

市内公立こども園 14 園 
（指定管理園３園含む） 

 
・給食費の支援 
実施期間  
令和６年１月から３月末まで 

対象者   
市内小中学校の児童生徒 

 特別支援学校小中学部、私立小 
中学校等の児童生徒 

 こども園及び幼稚園（私立含む）

の園児（３才未満児含む） 
 
11.先人顕彰事業の推進 
・先人顕彰施設の整備 

地域代表者との協議 ３回 
 関係団体打合せ   11 回 
 
 
 
 
 
 
・先人学習講座の開催 

 

 

 

 

令和５年６月より園児の使用済み

おむつの持ち帰りを廃止し、園での

処分に切り替えた。 

 
 
給食材料費等の物価高騰が続く

中、材料費増額分の負担を保護者に

求めない「エーナ給食の日」を設け、

給食費の据え置きを行った。 
  
 
 
 
保護者の負担軽減のため、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を利用し、市内小中学生及

び園児の給食費を全額支援した。 

 

 

 

 

 

 

旧岩村振興事務所庁舎を利活用

し、先人顕彰展示施設として整備す

るため、予算（9 月補正）を計上し、

設計業務を実施した。 

機能やレイアウトについて、岩村

地域自治区運営協議会役員会で協議

するとともに、実施内容と運営方法

について、ＮＰＯ法人いわむら一斎

塾と打合せを行った。 

 

地域の先人たちを知り、その知恵

を学ぶ講座として２講座開催した。

・「孤高の植物学者 三好学」 
講師 三宅勝義氏 
参加者 19 名 
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12．第４次子どもの読書活動推進計

画の策定 
策定委員会 ３回開催 
作業部会 ４回開催 
読書調査 ３歳児保護者、小学生、

中学生、高校２年生 
読書活動団体等への聞き取り 
計画書作成 
 
13.明知城跡総合調査事業 
 
 
 
・航空レーザ測量委託業務 
 調査の基本になる測量図の作成

を実施 
 
 
・調査整備委員会 
令和６年３月４日（月）開催 

 
 
 

 

14.中山道広重美術館と日本美術技

術博物館マンガの友好協力協定の

締結 

 
 
 
・締結式 
令和６年３月 28 日（木）開催 

・「マンガから学ぶ山本芳翠の熱い

思い」 

講師 伊藤勝彦氏 

参加者 29 名 

 

読書調査や読書活動団体への聞き

取りを行うことで、現計画の検証と

次期計画の取り組み事項を明確にす

ることができた。今回、新たに小学

１年生から３年生の調査を実施した

ことで、年代毎の傾向を知ることが

できた。 
 
 
令和 10 年度の国史跡指定を目指

し、明知城跡の本質的価値を明確に

するために総合調査を実施する。 
 
航空測量による明知城跡の赤色立

体地図等詳細な地形データを取得

し、各種調査の基礎資料として作成

した。 
 
委員長に城郭専門家の中井均氏を

選出し、委託業務を行った地形測量

調査の報告を行うとともに、明知城

総合調査実施計画や令和６年度の発

掘調査の箇所を示した。 
 
東京 2020 オリンピック競技大会

事前合宿実施を機に生まれたポーラ

ンド共和国との交流をさらに発展さ

せ、浮世絵版画などの文化的な交流

を進める。 
 
「中山道広重美術館」と「日本美

術技術博物館マンガ」が研究や教育

普及事業で協力し、情報交換を行い
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ながら発展を目指すことを相互に確

認し、友好協力協定を締結した。 
  

【評価】 Ｂ 
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【活動状況に関する事項の教育行政評価委員会からの意見】 

 

◆教育委員会会議の実施状況 

 

・臨時会議と臨時協議会というものが開催されているが、通常会議と会議の内容が違う

のか。臨時というのはどういう会議を行ったのか。 

 

・定例会議を議題に沿って行われているということに関しては、議題を 1 つ 1 つ評価委

員が吟味する話ではないと思うので、順調に会議が進められていたということで評価は

妥当だと思う。 

 

・「恵那市の教育（案）」について協議した中で、特に令和６年度の恵那市全体の話の中

で、貴重な意見等があれば伺いたい。 

 

・定例会議 12 回、協議会 12 回 プラス臨時ということで、たくさんの議案を扱ってい

る。定例会議では審議を、協議会では報告事項を行っており、議案を見ても大変分かり

やすく、明確になっていた。統合に関しては、定例会の方でも協議会の方でも、それぞ

れ進捗状況を報告しながら、教育委員会で情報共有、共通理解、意思統一がされている

と感じた。 

 

・例年通り確実に実施されており、今後も内容を深めながら進めてほしい。特に情報は、

教育行政の政策を決定するうえでも大切であり、積極的に委員の意見交換を行って情報

共有していることはうれしいことである。 

協議会で、各課の定めた目標と施策についての実態把握を大切にしており、今後も続

けてほしい。実践から評価・考察を行い、新たな目標へつなげてほしい。 

 

・新聞に恵那南地区の統合の問題が何回か出ていて、市長さんの「必ず実施する」とい

う意見が掲載されていた。しかし、岩村地域で、やや反対意見のようなことが載ってい

たが、実際に開校までの準備の進捗状況はどうか。予定した年度に開校できるのか。 全

ての方が賛成というわけにはいかないだろうが、住民の方の思いはどうなのか。 

 

・恵那市では、山県方式や学校の選択制というものは考えていないか。 

 

・恵那南地区の中学校の統合に関しては、のちのち悔いが残らないように、より多くの

方の意見を求めて決定してほしい。やはり教育は子供が最優先なので、子供にとっての

視点を大切に決めてほしい。これまでも、その辺を大事にしていると思うし、丁寧に進

められていると感じる。統合中学校には何か魅力ができると、住民の方も憧れが持てる。
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その辺をどうアピールしていくかということが今後の課題だと思う。 

 

・統合中学校については、期待が持てる、特色ある中学校の開校を目指してほしい。 

 

・市役所以外の市の施設で、教育委員会が開かれることは大変いいことだと思う。毎年

いろんなところで会議が開かれているが、現場へ行って様子を見て、話し合いをする、

これが教育委員会の本来の姿だと思うので、これからも現場を大事にしながら、継続し

て行ってほしいと思う。 

 

◆調査活動等の状況 

 

・市外視察は、今後の市の取り組みをより良いものにしていくうえで重要なことである。 

恵那市以外のところで、どのような取り組みがされているのかということを、見聞する

ことは非常に大事である。視察した結果、恵那市で取り組めると感じられたことは何か。 

恵那市の教育行政にどのように生かしていくのか報告してもらえるとよい。 

 

・いじめに関する取り組みで大阪府茨木市を選定された理由は。先進的な取り組みをさ

れているという状況を把握していたということか。 

 

・市内視察では、各小中学校を訪問し、子供たちの姿を見て、職員との話し合いを大切

に実施している。把握した情報を、しっかりと教育行政に生かしてほしい。訪問の際は、

職員だけではなく子供とのふれあいも大事だと思う。いろんな人に子供たちが関わって、

褒めて認めてもらえると自信に繋がる。 

 

・市内視察で、実際に教育現場の参観や課題の把握、指導に努められる中で、コロナの

制限が解除されてから、学校活動が活発になり良くなったなど、成功事例のようなもの

があれば教えてほしい。 

 

・コロナになった時、恵那市はすごくＩＣＴに力を入れていると思った。プリントでは

なく、すでにタブレットでやりとりをしていた。コロナ禍の時にＩＣＴを使ったことが

すごく進んだということと、コロナの５類感染症移行後も、そのことを生かしながら、

ＩＣＴを使った授業の仕方など、非常に進んでいたので、うまく軌道に乗って使用して

いる。 

 

・教育現場ではいじめもあると思うし、１人でも不登校があると毎日のように生徒への

対応が必要となる。教員の力で対応している部分があるので、視察に行って、教育委員

会でサポートできることがあればぜひ取り入れてほしい。 
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それから、学校訪問と定期的な教育長訪問だけでなく、何かあると担当者がすぐに学校

へ行って、子供の様子も見て話ができるので大変ありがたいと思う。 

 

・初任者が担任をもつ制度というのは、これからも継続されるのか。 

 不安を抱えている初任者の先生もいるはずなので、学校と教育委員会で連携を強化し

て、教員の育成に努めてほしい。 

 

・初任者の育成について、現場で校長や教頭、教務主任の先生たちが指導することが１

番良い。教育委員会にフリーの先生を配置し、定期的に学校へ訪問して、初任者の先生

の様子を見て助言していくというのも１つのアイデアだと思う。 

 

◆その他 

 

・総合教育会議での、市長と教育委員との話し合いの中心は、恵那南地区の中学校の統 

合問題であり、一体となって進めてほしい。保護者の不安解消と子供中心で決定される 

ことを希望する。 

 

・ＩＣＴ教育推進のための拠点として設置された「ＩＣＴ教育らぼ」は、教員にとって

も有用であると思う。ＩＣＴの活用について、より良い方法を研究していってほしい。

また、脳の活性化は、日本の伝統教育方法である「読み・書き・計算」が効果的である

という研究成果もあるため、そちらも大切にしてほしいと思う。 

 

・「恵那市教育・発達支援センター」が設置され、一体的な取り組みができるようにな

り、とても良いことだと感じた。一人の子供に対して多くの視点から観察して、対策を

決めていくことは大切なことである。センターでの成果をフィードバックし、より良い

支援につながることを期待している。 

 

・令和５年度から「校内教育支援センター」が設置されたことにより、昨年まで教育相

談室へ来ていた子供たちも、時間割を決めて、一生懸命学習に取り組めており、センタ

ーを設置した効果を感じている。現在は、心の相談員と授業が空いている教員で対応し

ているが、校内以外の教員の配置が望ましい。 

 

・中学生と恵那市の未来を語る会について、中学生はしっかりとした考え、主張を持っ

ている。中学生と市の方向性に関わる意見交流をする場を持つことは今後も続けてほし

い。中学生からの意見については、市議会でどう捉え、未来の恵那市にどう取り入れて

いくのか回答があると良い。 
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・かけっこ教室は、各小学校で一流の選手に指導を受けたことは良い思い出となり、将

来その道に進むきっかけになると思う。速く走りたいという子供の欲求を叶えられた指

導は子供の満足を生む。陸上だけにとどまらず、いろいろな分野で今後も実施を望みた

い。 

 

・子供たちに本物を見せるというところが非常に良かった。陸上の青戸氏や大学との連

携事業など、ますます子供たちに本物を見せてあげてほしい。 

 

・こども園運動遊び交流会について、運動遊びをより多く体験させることで体力は高ま

る。幼児期から小学校期は運動神経が著しく伸びる時期である。良い政策であるので、

小学生にも実施してほしい。コロナによって運動遊びが減少している子供が増えている

ので、運動遊びの好きな子を増やしてほしい。 

 

・中学校では、自分が何になりたいかという将来像のために、その方向性を見いだせる

ような、選択の幅を広げられるような教育ができると良い。 
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

高等教育振興事業費
（学びの継続）

教育総務課

こども園教育・保育推進
事業費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園発達障がい児等
支援事業費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園改修事業費

幼児教育課

　支援が必要な園児に対して、加配保育教諭を配置するなど一人ひとりの
発達に配慮した保育を実施した。
・人件費（会計年度任用職員　37人）
・報償費（研修会等講師、会議委員謝礼）
・旅費（会計年度任用職員通勤費）
・需用費（消耗品費）
・備品購入費（空気清浄機）

Ｃ Ｃ

274,420

　やまびここども園の増築、園庭改修工事、みさとこども園の園舎防水工
事などを実施した。
　前年度繰越事業として、市内8園（城ケ丘、やまびこ、みさと、飯地、
岩村、山岡、串原、上矢作）の保育環境の向上を図るため、ロッカー、床
の改修を行った。また、旧吉田こども園の解体工事、みさと、明智こども
園の園庭改修等を実施した。
・手数料（やまびここども園増築に伴う確認検査申請）
・工事請負費
　やまびここども園増築工事
　やまびここども園増築付帯工事
　みさとこども園園舎防水改修工事
　やまびここども園既設建物撤去及び園庭改修工事（前払金）
　旧佐々良木保育園解体工事（前払金）
　明智こども園改修工事（繰越）
　明智こども園グランド排水工事（繰越）
　みさとこども園グランド暗渠排水工事（繰越）
　旧吉田こども園解体工事（繰越）
　ロッカー、床改修工事（8園分）（繰越）

Ｂ Ｂ

03　民生費

02　児童福祉費

03　こども園費

1,120,123

　こども園（14園）では、園児一人ひとりの発達に応じて「生きる力」の
基礎となる資質・能力を一体的に育むことを目的に恵那市幼児教育の共通
の取り組みとして4本の柱（あいさつ、読書活動、英語遊び、特色ある園
活動）を掲げて教育・保育を実施した。
・人件費（職員70人、会計年度任用職員149人）
・報償費（研究会等謝礼）
・旅費（会計年度任用職員通勤費　他）
・需用費（消耗品費、光熱水費、修繕費、賄材料費）
・役務費（通信運搬費、電話料、手数料、保険料　他）
・委託費
　保守点検委託料（建物維持管理保守等）
　業務委託料（指定管理委託料等）
・使用料及び賃借料（器具借上料、土地借上料、複合機借上料、保育業務
支援システム使用料）
・原材料費（こども園砂場用の砂　他）
・備品購入費（保育備品、絵本購入　他）
・負担金補助及び交付金（災害共済給付掛金、通園助成補助　他）
・国庫補助返還金
・公課費（山岡こども園　園バス重量税）

Ｃ Ｃ

66,398

第３章　教育委員会の行う事務事業の執行状況に関する事項の点検・評価

02　総務費

01　総務管理費

16　高等教育振興費

4,143

　市内高等学校の魅力を高めるため、高校と企業が連携した魅力あ
る高校づくりを支援することに加え、恵那南高校に明知鉄道で通学
する生徒に対し、通学定期の助成を行った。
・報酬（会計年度任用職員　1人）
・旅費（会計年度任用職員費用弁償　1人）
・委託料（6次産業学習推進業務委託、ドローン教育学習推進業務委託）
・通学費補助事業（45人）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

教育・保育施設支援事業
費
（安心子育て）

幼児教育課

教育委員会費

教育総務課

教育総務一般管理経費

教育総務課

教員住宅維持管理経費

教育総務課

学校教育一般経費

学校教育課

奨学資金貸与基金積立金
経費

教育総務課

教員修学基金積立金経費

教育総務課

学校教育課

01教育総務費

01　教育委員会費

1,625

　教育委員会定例会12回、臨時会1回を開催した。
・教育委員報酬（4人）
・旅費（費用弁償、視察研修旅費）
・教育長交際費
・手数料（会議録作成費）
・有料道路通行料

Ｃ Ｃ

04　保育園費

211,667

　私立保育所2園と保育の実施に関する委託契約を締結し、園の運営費と
して国の基準により算出した委託料を支払った。
　小規模保育事業認可保育所2ヶ所に運営費の交付を行った。
　保護者の利便性を図るため、市外私立保育所等（5園）への広域入所を
実施した。
・委託料（市内私立保育所2園等）
・負担金補助金及び交付金
　延長保育事業補助金
　認可保育所運営費
　保育環境改善等事業補助金
　施設等利用費（認可外保育施設）
　保育所・小中学校等給食費補助金
　業務効率化推進事業（私立園ICT導入）補助金
　物価高騰支援金交付事業
　国庫補助返還金

Ｃ Ｃ

10　教育費

136

　小学校、中学校教育に係る一般事務経費
・需用費（学校教育一般事務費、車両点検整備費）
・役務費（クリーニング料、自動車損害保険料）
・公課費（自動車税：岩邑小）

Ｃ Ｃ

0 　預金利子402円の積み立てを行った。 Ｃ Ｃ

02　事務局費

178,297

　教育委員会事務局に係る事務局経費
・職員給与費　16人、教育長
・報償費（選奨生選考会委員、教育行政評価委員　他）
・旅費（普通旅費、視察研修旅費）
・需用費（消耗品・燃料費等）
・役務費（奨学金口座振替手数料）
・負担金（岐阜県市町村教育委員会連合会　他）

Ｃ Ｃ

1,468

　教職員住宅（全35戸）の施設の維持管理・修繕を実施し、良好な居住環
境の維持に努めた。
・需用費（光熱水費、建物修繕料、消耗品）
・賃借料（教員住宅土地借上料）
・委託料（施設管理委託料）
・役務費（浄化槽法定検査手数料、口座振替手数料）

Ｃ Ｃ

102,555
　教員志望者への修学資金の貸付経費
・貸付金（4人）
・積立金（教員修学基金）

Ｂ Ｂ

03　教育振興費

特色ある教育推進事業費
（安心子育て） 46,801

　特色ある教育推進のため外国語指導助手を導入し、小中学校の英語教
育、外国語活動を実施した。
　学校の教育諸活動を充実し活性化させるための支援を行った。（コミュ
ニティ・スクールの運営、PTA連合会への支援）
　小中学校のスケート教室のバス代及び使用料の補助を行い、児童生徒の
スケート技術の向上及びスケートの振興を図った。
　学校現場でのさまざまな問題に対し、法的な観点から助言やサポートを
行うスクールロイヤー（弁護士）を委託し、円滑な問題解決を図った。
・報酬（ALT給与6人、総括指導相談員1人、事務補助3人）
・共済費（ALT・総括指導相談員社会保険料）
・報償費（地域未来塾講師謝礼）
・旅費（ALT研修費用弁償、ALT・総括指導相談員通勤費）
・需用費（地域未来塾テキスト・教材費等）
・役務費（ALT損害保険料、学習支援者補償）
・委託料（ふるさと魅力体験事業、スクールロイヤー2名）
・使用料及び賃借料（小中学校スケート教室）
・備品購入費（図書購入費）
・負担金補助及び交付金（諸団体負担金）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

遠距離通学等対策事業費
（移動）

教育総務課

教育発達相談支援事業費
（学びの継続）

学校教育課

学校教育研究事業費
（学びの継続）

学校教育課

小学校施設管理経費

教育総務課

01　学校管理費

88,010

　市内の小学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管理・
修繕に努めた。
・需用費（消耗品、施設修繕料、遊具修繕料）
・役務費（手数料）
・委託料（施設管理委託料、施設保守点検委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　大井小学校屋内階段改修工事、キュービクル緊急修繕工事　他
　大井第二小学校既設分電盤改修工事、プールサイド改修工事　他
　長島小学校通級教室整備工事
　東野小学校非常通報装置取替工事
　三郷小学校プールろ過砂入替工事、防犯カメラ設備増設工事　他
　山岡小学校教室床改修工事、テラスウッドデッキ修繕工事
　大井第二小学校校舎屋上防水改修工事（繰越）
　大井第二小学校グラウンド排水改良工事（繰越）
　上矢作小学校校舎屋上防水改修工事（繰越）
・原材料費
・負担金（用水組合・農業集落排水事業組合負担金）

Ｃ Ｃ

04　教育研究費

29,007

　学校内外問わず、ICT教育支援の実施や、きめ細かなサポートを行うた
めの施設として「ICT教育らぼ」を設置し、ICT教育の更なる推進を行っ
た。
　教育研究指定校において、それぞれの研究テーマを基に校内研究を進
め、発表会を持ち教育指導上の効果を高めた。
（市指定研究発表校･･･中野方小、東野小、明智中）（市指定研究中間発
表校…大井小、三郷小、恵那北中）　ふるさと学習読本を出版し、様々な
教育活動で活用できるよう各学校、関係機関へ配本した。
・報酬（ICT学校DX支援員1人、ICT学習支援員4人）
・共済費（ICT学校DX支援員、ICT学習支援員社会保険料）
・報償費（研究事業講師謝礼、読書感想文記念品）
・旅費（ICT学校DX支援員、ICT学習支援員通勤費）
・需用費（市指定研究事業、課題研究委託事業、副読本増刷）
・役務費（キャリア教育保険料、研究事業切手代等）
・委託料（ICTヘルプデスク、キャリア教育等）
・使用料及び賃借料（回線使用料）
・負担金補助及び交付金（岐阜県小中学校教育研究会費）

Ｃ Ｃ

02　小学校費

90,628

　遠距離通学児童・生徒の安全な登下校のため、スクールバスの運行と定
期券回数券の交付に加え、公共交通機関やスクールバスの利用ができず自
家用車で送迎している保護者に対し、通学補助金を交付し、より安全な登
下校に努めた。
・需用費（水道料）
・役務費（通学バス回数券、定期券代等）
・委託料（スクールバス運転業務委託）
・備品購入費（スクールバス2台　うち1台繰越）
・通学補助金　7人（うち兄弟1組）
・重量税（スクールバス2台）

Ｃ Ｃ

44,909

　教育支援室「はなのき・むつみ」を運営し、保護者の相談の実施や、学
校生活になじめない児童生徒の学習等の機会確保を行った。
　教育・発達相談室「あおば」では、発達相談、発達検査体制の充実を図
り、子ども、保護者及び園、学校のサポートを行った。
　心の教室相談員を学校に配置し、児童生徒が悩みを気軽に相談しストレ
スを和らげ心のゆとりがもてる環境を提供した。
・報酬（心の教室相談員8人、教育支援室6人、教育・発達相談室あおば3
人）
・共済費（社会保険料等（心の教室相談員、教育支援室、教育・発達相談
室あおば））
・報償費（教育支援委員会委員謝礼等）
・旅費（通勤費（心の教室相談員、教育支援室、教育・発達相談室あお
ば））
・需用費（発達検査用消耗品、教育支援室消耗品等）
・役務費（教育支援室・教育・発達相談室あおば電信電話料）
・使用料及び賃借料（教育支援室、教育・発達相談室あおば複合機借上
げ）
・委託料（発達相談・検査委託料　心理士2人）
・備品購入費（特別支援学級・通級指導教室事務用備品）
・負担金補助及び交付金（諸団体負担金）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

小学校運営一般経費

学校教育課

学校教育課

小学校施設改修事業費

教育総務課

03　学校建設費

200,118

　市内小学校に係る教育環境の充実を図るため、体育館への空調設置及び
照明器具改修に係る実施設計を実施した。また、東野小学校屋内運動場大
規模改修工事を行い、安心・安全な教育環境の維持・提供に努めた。
・委託料
　恵那市小学校体育館空調設置等実施設計業務委託（繰越）
　市内小学校体育館照明器具改修実施設計業務委託（繰越）
　東野小学校体育館空調設備設置変更設計業務委託（繰越）
・工事請負費
　東野小学校屋内運動場大規模改修工事（建築）
　東野小学校屋内運動場大規模改修工事（電気）
　東野小学校屋内運動場空調設備設置工事
　東野小学校屋内運動場付帯工事

Ｃ Ｃ

02　学校教育振興費

小学校教育振興費
（学びの継続）

124,079

　教材アプリやICT関連機器を導入し、ICT教育環境の向上を図った。ま
た、機器の修理や保守管理を行った。
　教育振興事業（ふるさとふれあい交流・特色ある学校づくり・野外活
動・食育推進事業）を実施し教育諸活動の充実・活性化を図った。
　準要保護、特別支援学級児童生徒の援助奨励を行い、該当者の認定と支
給を行い、保護者負担の軽減を図った。
・報酬（学習支援員24人）
・共済費（学習支援員社会保険料、労災保険料）
・旅費（学習支援員通勤費）
・需用費（教育振興事業事務費、維持費、情報機器修繕費等）
・委託料（学校ネットワーク機器保守、校務用PC運用保守、タブレット端
末運用支援業務等）
・使用料及び賃借料（デジタル教科書ソフトウェア使用料、学習支援ソフ
ト使用料、タブレット端末アプリ使用料等）
・備品購入費（学校液晶ディスプレイ、校務用PC、小学校児童図書購入
費、理科振興備品等）
・負担金補助及び交付金（小学校教育振興事業補助金、小学校長会等負担
金）
・扶助費（特別支援教育就学奨励費、要保護準要保護児童援助費）

Ｃ Ｃ

130,030

　小学校14校の教育環境の維持、管理運営を行った。
　小学校管理備品を購入し教育活動を円滑に展開するため推進を図った。
・報酬（学校用務員・給食補助員14人、スクールサポートスタッフ12校）
・給料（学校用務正職員給料3人）
・職員手当（学校用務正職員）
・共済費（学校用務正職員共済掛金、学校用務員・給食補助員社会保険
料、労災保険料）
・報償費（小学校入学・卒業記念品）
・旅費（学校用務員・給食補助員・ スクールサポートスタッフ通勤費）
・需用費（小学校管理運営事務費、維持費）
・役務費（小学校通信費等）
・業務委託料（小学校校内清掃）
・使用料及び賃借料（小学校モップ借上料）
・備品購入費（小学校管理備品）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

中学校施設管理経費

教育総務課

中学校統合準備経費

教育総務課

中学校運営一般経費

学校教育課

学校教育課

02　学校教育振興費

中学校教育振興費
（学びの継続） 79,489

　教材アプリやICT関連機器を導入し、ICT教育環境の向上を図った。ま
た、機器の修理や保守管理を行った。
　教育振興事業（ふるさとふれあい交流・特色ある学校づくり・野外活
動・食育推進事業）を実施し教育諸活動の充実・活性化を図った。
　準要保護、特別支援学級児童生徒の援助奨励を行い、該当者の認定と支
給を行い、保護者負担の軽減を図った。
・報酬（学習支援員5人）
・共済費（学習支援員社会保険料、労災保険料）
・旅費（学習支援員通勤費）
・需用費（教育振興事業事務費、維持費、情報機器修繕等）
・委託料（学校ネットワーク機器保守、校務用PC運用保守、タブレット端
末運用支援業務等）
・使用料及び賃借料（デジタル教科書ソフトウェア使用料、学習支援ソフ
ト使用料、タブレット端末アプリ使用料、バス借上料等）
・備品購入費（学校液晶ディスプレイ、校務用PC、中学校生徒図書購入
費、理科振興備品等）
・負担金補助及び交付金（中学校教育振興事業補助金、中学校長会等負担
金、中学校部活動等大会補助金等）
・扶助費（特別支援教育就学奨励費、要保護準要保護生徒援助費）

Ｃ Ｃ

3,245

　令和8年4月の恵那南地区統合中学校開校に向け、恵那南地区統合中学校
準備委員会を設置し、新しい学校づくりについての検討を行うとともに、
環境整備に必要な事務事業の実施及び調査業務等に努めた。
・旅費（準備委員会委員費用弁償）
・需用費（消耗品・準備委員会会議用飲料）
・委託料
　恵那南地区統合中学校基本設計業務委託
　恵那南地区統合中学校バスルート検討業務委託
　山岡中学校境界標識復元測量業務委託
　恵那南地区統合中学校ボーリング調査業務委託
　恵那南地区統合中学校増改築事業測量業務委託
　準備委員会議事録作成

Ｃ Ｃ

67,427

　中学校8校の教育環境の維持、管理運営を行った。
　中学校の管理備品を購入し、教育活動を円滑に展開するため推進を図っ
た。
・報酬（学校用務員・給食補助員9人、スクールサポートスタッフ8校）
・給料（学校用務正職員給料2人）
・職員手当（学校用務正職員）
・共済費（学校用務員・給食補助員社会保険料、労災保険料、学校用務正
職員共済掛金）
・報償費（卒業記念品）
・旅費（学校用務員・給食補助員、スクールサポートスタッフ通勤費）
・需用費（中学校管理運営事務費、維持費等）
・役務費（中学校通信費等）
・委託料（中学校校内清掃）
・使用料及び賃借料（中学校モップ借上料）
・備品購入費（中学校管理備品）

Ｃ Ｃ

03　中学校費

01　学校管理費

80,506

　市内の中学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管理・
修繕に努めた。
・需用費（消耗品、修繕料）
・役務費（手数料）
・委託料（施設管理委託料、施設保守点検委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　恵那西中学校放送設備改修工事
　恵那東中学校放送設備更新工事、既設分電盤改修工事　他
　恵那北中学校プール緊急修繕工事
　岩邑中学校3B教室FF式暖房機入替工事
　山岡中学校体育館玄関前タイル補修工事
　明智中学校給食用昇降機改修工事、普通教室エアコン設置　他
　上矢作中学校体育館照明修繕工事　他
　恵那西中学校テニスコートフェンス改修工事（繰越）
　恵那西中学校技術教室棟防水改修工事（繰越）
　恵那北中学校プールサイド改修工事（繰越）
　上矢作中学校屋上防水改修工事（繰越）
・原材料費
・負担金（用水組合負担金）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

中学校施設改修事業費

教育総務課

私立幼稚園支援経費
（安心子育て）

幼児教育課

社会教育総務費

生涯学習課（社会教育課）

中央公民館講座運営事業
費
（学びの継続）

生涯学習課（社会教育課）

コミュニティセンター講
座運営事業費
（学びの継続）

生涯学習課（社会教育課）

人権尊重教育事業費
（学びの継続）

生涯学習課（社会教育課）

297

　人権問題、とりわけ部落差別（同和問題）の解消に向けた理解を深める
ため人権同和講演会を開催した。120人の参加があり、関係団体や学校・
行政関係者等が率先して学び理解する機会となった。
　岐阜県及び東濃地区における研修会等に職員が参加し、部落差別の他、
インターネットによる人権侵害について見識を深めた。
・報償費（講師謝礼）
・需用費（チラシ・ポスター印刷製本費）

Ｃ Ｃ

02　生涯学習費

3,412

　三学のまち推進委員会を年3回開催し、三学のまち推進計画の進行管理
や各地域における三学のまちづくり事業の成果と課題の検証を行った。
　中央公民館と市民会館において市民講座を開講し、学習機会の提供と生
涯学習団体の育成を図った。
・三学のまち推進委員報酬　14人
・報償費（市民講座講師謝礼、乳幼児学級講師謝礼）
・旅費（東海北陸公民館大会旅費、三学のまち推進委員交通費）
・需用費（市民講座、乳幼児学級、こどもフェスタ消耗品費等）
・役務費（郵便料、クリーニング料）
・委託料（特別市民講座開催、オンライン市民講座撮影配信）
・使用料及び賃借料
・負担金補助及び交付金（岐阜県公民館連合会負担金　他）

Ｃ Ｃ

67,135

　市民三学運動を推進するため、各コミュニティセンター及び市民会館に
塾長と主事を配置し、地域のまちづくりと生涯学習の一体的な推進を図っ
た。
　各コミュニティセンターで市民講座や乳幼児学級を企画運営し、学習機
会を提供することで、市民の学習意欲に応えた。
・報酬（塾長、主事、運営補助、夜間管理）
・共済費（塾長、主事）
・報償費（市民講座講師謝礼、乳幼児学級講師謝礼）
・旅費（通勤費）
・需用費（市民講座、乳幼児学級消耗品費等）

Ｃ Ｃ

05　社会教育費

01　社会教育総務費

74,695

　社会教育委員会を年6回開催した。教育委員会からの諮問「地域学校協
働活動の推進について」に対して審議を行い、答申書を提出した。第5期
恵那市家庭教育支援計画の事業について焦点化事業を絞り込み、重点的な
検証を行うなど、進行管理を強化した。
　地域学校協働活動や家庭教育等において、専門知識や経験を有する社会
教育指導員を雇用し、その活用を図った。
・職員給与費　　　　　11人
・社会教育委員報酬　　14人
・社会教育指導員報酬　 3人
・共済費
・旅費（会計年度任用職員通勤費、社会教育委員費用弁償）
・需用費（消耗品費）
・負担金補助及び交付金
　岐阜県社会教育委員連絡協議会郡市分担金　他
　恵那市生活学校運営補助金

Ｃ Ｂ

04　幼稚園費

01　幼稚園費

45,433

　幼児教育・保育の無償化制度による子育てのための施設等利用給付及び
私立幼稚園の低所得世帯への負担軽減措置である実費徴収に係る補足給付
を行った。
・実費徴収に係る補足給付事業補助金　44人
・施設等利用給付　143人
・預かり保育
・保育所・小中学校等給食費補助金
・物価高騰支援事業
・国庫、県費返還金

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

10,187

　市内中学校に係る教育環境の充実を図るため、体育館への空調設置及び
照明器具改修に係る実施設計を実施した。
・委託料
　中学校体育館空調設置等実施設計業務委託（繰越）
　中学校体育館照明器具改修実施設計業務委託（繰越）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

生涯学習課（社会教育課）

青少年育成事業費（学び
の継続）

生涯学習課（社会教育課）

伝統芸能保存伝承事業費
（歴史文化）

生涯学習課（文化課）

　青少年育成推進員を委嘱し青少年育成市民会議を運営した。少年の主張
大会や街頭啓発活動、推進員研修会、広報紙の発行などを通じて、青少年
の健全育成を図った。
　「二十歳を祝う会　恵成式」を、1月7日に開催した。20歳を対象とし、
対象者523人のうち427人が参加した。
　恵那市子ども会指導者連絡協議会（市子連）に補助金を交付し、親子サ
マーキャンプやドッヂビー大会、かるた取り大会を通じて子どもたちの交
流と育成を図ると共に、各地域の子ども会の連携強化を図った。
　放課後子ども教室を市内13小学校区で実施した。平日の放課後や休日、
夏休みを活用して、文化活動や軽スポーツなど様々な活動を行い、子ども
たちの社会性を育んだ。
・記念品（二十歳を祝う会記念品）
・報償費（青少年育成市民会議推進員、放課後子ども教室謝礼等）
・需用費（放課後子ども教室、二十歳を祝う会消耗品費等）
・役務費（郵便料、電話料、放課後子ども教室保険料）
・委託費
　放課後子ども教室（飯地寺子屋）
　二十歳を祝う会恵成式記念写真作成業務
　二十歳を祝う会恵成式映像撮影・配信業務　他
・負担金及び交付金
　恵那市青少年育成市民会議負担金
　恵那市子ども会指導者連絡協議会補助金
　恵那市少年少女合唱団事業補助金
　県青少年育成県民会議会費負担金　他

Ｃ Ｃ
8,624

03　文化振興費

6,743

　伝統保存文化育成事業、伝統芸能大会等に助成を行い、伝統芸能の保存
伝承活動を支援し芸術文化の振興を図った。
　第34回恵那市伝統芸能大会への事業補助を行い、約1,000人の来場が
あった。
　いわむら城址薪能の事業費補助を行い、270人の参加があった。
・報償費（中村いてう氏伝統芸能大会企画及び出演謝礼）
・需用費（消耗品費）
・委託料（伝統芸能大会イヤホン解説業務、太鼓運搬業務）
・負担金補助及び交付金
　文化振興会伝統保存文化育成事業補助金
　恵那市伝統芸能大会事業補助金
　いわむら城址薪能実行委員会活動補助金
　岐阜県獅子芝居公演出演負担金

Ｃ Ｃ

三学のまち推進事業費
（学びの継続） 35,880

　市内13地域の市民三学地域委員会により、地域の特色に応じた学習機会
が実施され、学びを通じた地域課題の解決に寄与した。
　推進員15人を委嘱し、市内13地域で地域学校協働活動を実施した。学校
と地域が連携し地域の特色に応じた活動が展開された。
　三学のまち講座や大学連携講座、先人顕彰講座を実施し、市民へ学習機
会を提供した。
　先人顕彰事業として、エッセイと短歌の公募賞「下田歌子賞」を実施
し、全国からエッセイ1,741点、短歌2,835点の応募があった。嚶鳴協議会
に参加し、フォーラムを通じて情報発信が図られた。
　旧岩村振興事務所を先人顕彰施設として活用するため、改修等工事設計
業務及び先人顕彰拠点施設展示設計業務を実施した。整備内容や運営方法
などについて地域協議を重ねた。
・報償費（講師謝礼、地域学校協働活動推進員謝礼）
・旅費（嚶鳴協議会担当者会議旅費）
・需用費（消耗品費、市民大学ガイドブック印刷製本費等）
・役務費（郵便料、傷害保険料、新聞折込料等）
・委託料
　旧岩村振興事務所改修等工事設計業務
　先人顕彰拠点施設展示設計業務
　下田歌子賞表彰式バス運行業務　他
・負担金補助及び交付金
　三学のまちづくり支援事業補助金（13地域）
　第21回下田歌子賞事業補助金
　先人顕彰団体活動補助金（山本芳翠顕彰会、佐藤一斎顕彰会）
　嚶鳴協議会負担金　他

Ｂ Ｂ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

生涯学習課（文化課）

文化芸術振興事業費
（豊かな暮らし）

生涯学習課（社会教育課）

明智かえでホール管理運
営経費

生涯学習課（社会教育課）

恵那文化センター管理経
費

生涯学習課（社会教育課）

262,603

　市民の芸術、文化にふれあい親しむ場の提供及び生涯学習活動の拠点施
設として適正な管理運営に努めた。
　開館日数　296日、延べ利用者数　92,395人（文化会館57,418人、中央
公民館34,977人）
・職員給与費　4人
・旅費
・需用費（施設修繕料、光熱水費、燃料費、消耗品費　他）
・役務費（電話料金　他）
・委託料
　舞台運営業務
　施設清掃、夜間管理、夜間防犯業務　他
・使用料及び賃借料
・工事請負費
・備品購入費

Ｃ Ｃ

04　文化施設費

12,332

　明智かえでホールの運営・維持管理を行った。
　開館日数　296日、延べ利用者数　7,410人（ホール4,449人、会議室等
2,961人）
・需用費（施設修繕料、光熱水費、消耗品費　他）
・役務費（電話料金）
・委託料
　窓口業務
　ホール音響照明機器舞台機構保守点検業務
　空調設備保守点検業務
　舞台設備保守点検業務
　施設清掃業務　他
・使用料及び賃借料（土地借上料　他）
・工事請負費

Ｃ Ｃ

文化財の調査・保存・活
用事業費
（歴史文化） 63,794

　国選定の文化財である岩村町本通り重要伝統的建造物群保存地区の保
存・活用事業として、地区内の建造物等の修理・修景工事に対する補助を
行った。
　県史跡明知城跡の国史跡指定に向け、航空レーザー測量を行い、調査整
備委員会を開催するなど、文化財の保存と活用に努めた。
　岩村町本通り町屋活用施設6館と旧三宅家は指定管理、各資料館は委託
により管理を行った。
・会計年度任用職員報酬（文化財管理学芸員、事務職員）
・共済費（会計年度任用職員）
・報償費（文化財現地指導等）
・旅費（会計年度任用職員、文化財現地指導等）
・需用費（文化財修繕）
・役務費（通信運搬料等）
・委託料
　岩村町本通り町屋活用施設指定管理業務
　旧三宅家指定管理業務
　岩村歴史資料館管理業務
　中山道ひし屋資料館管理業務
　明治天皇大井行在所管理業務
　大船神社参道松並木松くい虫駆除業務
　伝建地区防災計画改定業務
　岩村歴史資料館等夜間警備業務他
　明知城跡航空レーザ測量業務（繰越）
・使用料及び賃借料（土地借上料等）
・原材料費
・備品購入費（歴史書籍等）
・負担金補助金及び交付金
　伝建地区保存修理事業（1件）
　岩村町秋祭行事補助金
　全国伝統的建造物群保存地区協議会会費等

Ｃ Ｃ

23,740

　市文化祭、恵那文化会館・かえでホール自主文化事業を公益財団法人恵
那市文化振興会に委託し、芸術文化の振興を図った。自主文化事業は6事
業8公演（観覧者数合計4,371人）を実施した。
　令和6年度に岐阜県内で開催される「清流の国ぎふ」文化祭2024に向け
「清流の国ぎふ」文化祭2024恵那市実行委員会を立ち上げた。事業計画の
作成、先催自治体視察、広報活動などを行った。
・委託料
　恵那市文化祭業務
　恵那文化会館・かえでホール自主文化事業業務
・負担金補助及び交付金
　文化振興会育成事業補助金
　「清流の国ぎふ」文化祭2024恵那市実行委員会事業補助金

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

市民会館管理費

生涯学習課（社会教育課）

図書購入事業費
（学びの継続）

生涯学習課（社会教育課）

読書習慣づくり事業費
（学びの継続）

生涯学習課（社会教育課）

読書環境推進事業費
（学びの継続）

生涯学習課（社会教育課）

生涯学習課（社会教育課）

美術館管理運営経費
（歴史文化）

生涯学習課（文化課）

06　美術館費

61,983

　公益財団法人中山道広重美術館に指定管理を行い適正な管理運営に努め
た。入館者数は15,069人で前年度比915人増となった。
　教育普及事業としてこども版画コンクールを開催し、2,294点の応募が
あった。
　版画資料1点の購入を行い、収蔵資料の充実を図った。（広重作品名：
「木曽路之山川」）
　令和6年3月28日にポーランド共和国の日本美術技術博物館マンガと友好
協力協定を締結し、両館が日本の芸術文化に関する研究や普及活動を協力
していくことを確認した。
・委託料（指定管理業務）
・工事請負費（壁面ケース扉改修工事、空調設備修繕工事）
・備品購入費（版画資料購入）
・負担金補助及び交付金（美術館運営事業補助金）

Ｂ Ｂ

1,605

　図書館サポーターと連携して、読書に親しむ機会づくりを行った。
　おはなし会101回、参加者延べ1,061人、子ども向けイベント7回、読み
聞かせ講座等の講座･講演会9回、図書館マルシェ2回、古本市を開催し
た。また、地域の読書活動を推進した。
・委託料（読書活動推進委託）
・負担金補助及び交付金（読書活動補助金）
　東野おはなしの会ちちんぷい
　たけなみブックフレンドきつつき
　おはなしの会やまびこ
　くしはらブックサポーター
　ブックサポーターかみやはぎ
　いわむら図書委員会

Ｃ Ｃ

図書館運営経費
102,681

　生涯学習の拠点施設として、施設の運営、管理を行うとともに、本に触
れ合う機会を提供し、読書への関心を高める活動を実施した。
　企画展示28回、講座や公演などのイベントを14回実施した。
　開館日数　288日、来館者数　124,390人、貸出利用人数　52,966人、貸
出利用冊数　254,272冊
・職員給与費（一般職員3人・司書16人・図書配送員1人）
・共済費
・報償費（機関車清掃謝礼等）
・旅費
・需用費（光熱水費、消耗品費、修繕料、印刷製本費、燃料費）
・役務費
・委託料（保守委託・業務委託）
・使用料及び賃借料
・工事請負費
・備品購入費
・負担金補助及び交付金（諸団体負担金）
・積立金（基金積立金）
・公課費

Ｃ Ｃ

05　図書館費

12,511

　郷土資料、社会の動向を考慮した図書購入を行うとともに、利用者の要
望に応じ、幅広い分野の図書資料購入に努めた。
（蔵書冊数:252,323冊）
・図書購入費（5,160冊）
・需用費（新聞、雑誌、消耗品等）

Ｃ Ｃ

400

　7ヶ月教室時に、赤ちゃんと絵本と共に過ごす大切さを伝え、絵本をプ
レゼントするブックスタート事業を図書館ボランティアとともに実施し、
親子で本に親しむきっかけ作りを行った。
　3歳児に読書手帳を配布し、50冊を読むと絵本をプレゼントするファー
ストメッセージ事業を行い、親子で多くの本と親しむ習慣づくりを進め
た。また、セカンドメッセージ事業として、小学1年生に子どもの好きな
本リストを配布し、成長に合わせた子どもの読書活動の推進を図った。
　ブックスタート実施回数　22回、実施人数　207人
　幼児用読書手帳絵本引き換え人数　54人
・需用費（印刷製本・消耗品等）

Ｃ Ｃ

17,959

　コミュニティ活動や生涯学習の推進を図るため、コミュニティ施設、多
目的施設の一体的な管理運営を行った。
　開館日数　296日（2,260件）、延べ利用者数　33,032人
・需用費（施設修繕料、印刷製本費、光熱水費、消耗品費　他）
・役務費（電話料金　他）
・委託料
　夜間管理業務
　施設清掃業務
　エレベーター点検業務　他
・使用料及び賃借料（土地借上料　他）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ推進一般経費

スポーツ課

45,048

　スポーツ推進審議会を2回開催し、スポーツ推進計画後期計画の進捗管
理を行った。
・報酬（スポーツ推進審議会委員　11人）
・職員給与費　7人
・旅費（スポーツ推進審議会交通費等）
・需用費（燃料代等）
・役務費
・負担金
・公課費

Ｃ Ｃ

スポーツツーリズム推進
事業費
（訪れたいまち） 13,596

　第38回日本大正村クロスカントリーを開催（参加申込者数　1,433人）
　第21回恵那峡ハーフマラソン大会の開催準備を行った。（参加申込者数
2,285人）
　スケート競技の普及・発展のため、平昌オリンピックスピードスケート
女子500m金メダリストの小平奈緒氏を招き、スケート教室及び講演会を開
催した。
・旅費
・委託料
　恵那峡ハーフマラソン大会実施業務
　日本大正村クロスカントリー大会実施業務
　恵那スケート場普及推進業務
・補助金
　恵那峡ハーフマラソン大会補助金
　日本大正村クロスカントリー補助金

Ｂ Ｂ

02　スポーツ推進総務費

地域スポーツ推進事業費
（豊かな暮らし） 14,079

　市民体育大会等の運営を恵那市体育連盟に委託し、18種目を開催し
1,260人の参加があった。
　スポーツを推進する団体として、各地区の体育協会等へ活動支援のため
補助金を交付した。
・報酬（スポーツ推進委員　26人）
・報償費（講演会講師謝礼）
・需用費
・役務費（スポーツ推進委員スポーツ安全保険等）
・委託料（市民体育大会及び各種大会運営業務）
・負担金
・補助金（13地区体育協会等活動補助金等）

Ｃ Ｃ

競技力向上推進事業費
（豊かな暮らし） 6,999

　競技力の向上を目指し、各競技団体の育成費の助成を行った。
　近隣の大学運動部や企業チームと連携し、中学生を対象にした卓球教
室、ソフトボール教室、野球教室、バスケットボール教室を開催し、競技
力の向上を図った。
・報償費（スポーツセミナー講師料）
・需用費
・委託料
　競技力向上推進業務委託
・補助金
　第73回全国高等学校スピードスケート競技選手権大会補助金
　恵那市長杯スピードスケート競技会補助金
　中山道東濃駅伝競走大会協賛金
　競技力向上事業補助金

Ｃ Ｃ

06　保健体育費

01　スポーツ推進費

生涯スポーツ推進事業費
（豊かな暮らし） 9,730

　中部大学と連携した「こども園運動プログラム」を実施し、市内こども
園を対象に幼児期から日常的に運動に親しむ環境づくりを推進した。
　オリンピアンの青戸慎司氏を講師に招き、市内小学校全14校でかけっこ
教室を実施した。また、市内小学生への公募による教室を1回開催した。
　スポーツ人口の増加や健康増進に努めることを目的に、体育連盟にス
ポーツ教室等を委託し、各種スポーツ教室、トレーニング講習会、まきが
ね健幸運動教室等を実施した。
　生涯スポーツを推進するため、スポーツ少年団9団、少年スポーツ活動
団体12種目団体の活動に対し支援を行った。
・報償費（かけっこ教室講師報酬等）
・需用費
・役務費（FC岐阜メインスタンドバナー広告掲出）
・委託料
　スポーツ教室等運営業務
　スポーツ能力測定業務委託
・補助金（生涯スポーツ推進事業補助金等）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

スポーツ施設管理経費

スポーツ課

スケート場維持管理経費

スポーツ課

学校保健経費

学校教育課

学校給食センター一般経
費

教育総務課

03　スポーツ施設費

04　学校保健費

32,109

　児童生徒の心身の健康保持増進を図るための各種健診及び施設の検査を
行った。
　災害共済給付事業を実施した。　新型コロナウイルス感染症予防のため
保健衛生の充実を図った。
・報酬（学校医等報酬、就学時健診等報酬）
・報償費（歯科衛生士派遣謝礼、腎臓検診判定委員会委員謝礼）
・旅費（腎臓判定委員会委員交通費）
・需用費（保健用消耗品、感染症予防衛生品）
・役務費（児童生徒検診手数料、教職員健康診断手数料、水質検査等環境
衛生手数料等）
・委託料（教職員ストレス調査等）
・備品購入費（歯科検診用滅菌器）
・負担金補助及び交付金（スポーツ振興センター負担金、各種団体負担
金、学校医負担金）

Ｃ Ｃ

05　学校給食費

164,820

　社会体育施設、学校開放施設を市民が安心安全に利用できるよう施設の
適正な維持管理を行った。
・報償費
・需用費（施設修繕、消耗品、光熱水費等）
・役務費（設備保険料、浄化槽法定検査手数料）
・委託料
　指定管理料　まきがね公園施設等
　　　　　　　山岡地区
　　　　　　　明智地区
　　　　　　　上矢作プール
　保守点検委託料等
・土地賃借料　まきがね公園
　　　　　　　明智BG海洋センター
・工事請負費
・原材料費（学校グラウンド補充用山砂等）
・負担金
・備品購入費

Ｃ Ｃ

130,668

　夏季営業では、恵那峡ハーフマラソン大会をはじめ、恵那市消防操法大
会やインラインスケート大会が開催された。また、夏休み滑走料無料イベ
ント時に武並町と共同でアヴェニールマルシェinたけなみを初めて開催し
た。
　冬季営業では、アイススケートの一般利用の他、市内全小中学校スケー
ト教室や各種団体の利用をはじめ、岐阜県スケート連盟主催の大会・競技
会、インターハイのスピードスケート競技会が開催された。
年間利用者数53,874人（前年度比11,491人増）
・会計年度任用職員報酬等
・共済費（社会保険料）
・報償費（各種教室講師謝礼）
・需用費
　燃料費（A重油・LPガス等）
　光熱水費
　修繕費（遠隔監視カメラ修繕等）
　その他印刷製本費、消耗品費等
・役務費（検査料、電話代等）
・委託料（整氷管理、施設管理、保守点検等）
・使用料及び賃借料（スケート貸靴使用料等）
・公課費（自動車重量税）

ＢＣ

3,071

　恵那市内の給食センター3施設に係る適正な運営に努めた。
　物価高騰に対する保護者の負担軽減として、1月から3月までの給食費に
対し、特別支援学校小中学部、市外の小中学校へ通う児童生徒、喫食して
いない児童生徒に対して助成を行った。
・報酬（学校給食運営委員会）6人
・需用費（食物アレルギー対応の手引き改訂版印刷等）
・手数料（コンビニ収納手数料、口座振替手数料）
・負担金（岐阜県学校栄養士会会費、東濃地区栄養教諭学校会費）
・給食費補助金

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価

総合
評価

恵那市学校給食センター
維持運営費

教育総務課

山岡学校給食センター維
持運営費

教育総務課

明智学校給食センター維
持運営費

教育総務課

140,818

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安全安心でバ
ランスのとれた学校給食を提供するとともに、施設の適正な維持管理に努
めた。
　物価高騰に対する保護者の負担軽減として、1月から3月分の給食費を支
援した。また、「エーナ給食の日」事業により、給食賄材料費の高騰によ
る対応を行った。
　給食実施状況　　校数　　給食日数　　　給食数
　　小学校　　　　2校　　　199日　　　 76,663食
　　中学校　　　　2校　　　201日　　　 41,380食
　　こども園　　　2園　　　221日　　　 37,598食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　5,908食
　　合計　　　　　6校　　　　　　　　 161,549食
・職員給与費　2人
・給食賄材料費
・給食調理配送業務委託料
・光熱水費
・施設修繕費（ピット内給湯管、加圧給水ユニット　他）
・一般経費（施設維持管理消耗品、設備保守点検等）
・給食配送車両購入費（繰越）

Ｃ Ｃ

115,753

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安全安心でバ
ランスのとれた学校給食を提供するとともに、施設の適正な維持管理に努
めた。
　物価高騰に対する保護者の負担軽減として、1月から3月分の給食費を支
援した。また、「エーナ給食の日」事業により、給食賄材料費の高騰によ
る対応を行った。
　給食実施状況　　校数　　給食日数　　　給食数
　　小学校　　　　3校　　　199日　　　　53,615食
　　中学校　　　　3校　　　200日　　　　40,673食
　　こども園　　　3園　　　223日　　　  26,928食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　 3,887食
　　合計　　　　　9校　　　　　　　　　125,103食
・職員給与費　1人
・給食賄材料費
・給食調理配送業務委託料
・光熱水費
・施設修繕費（消毒保管機、自動式電動水圧洗米機　他）
・工事請負費（バルク貯槽及びベーパーライザー入替工事）
・一般経費（施設維持管理消耗品、設備保守点検等）

Ｃ Ｃ

483,439

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安全安心でバ
ランスのとれた学校給食を提供するとともに、施設の適正な維持管理に努
めた。
　特定天井改修工事、外壁改修工事を行い、施設整備を行った。
　物価高騰に対する保護者の負担軽減として、1月から3月分の給食費を支
援した。また、「エーナ給食の日」事業により、給食賄材料費の高騰によ
る対応を行った。
　給食実施状況　　校数　　給食日数　　　給食数
　　小学校　　　　9校　　　201日　　　346,527食
　　中学校　　　　3校　　　201日　　　178,056食
　　こども園　　　2園　　　201日　　　 24,859食
　　恵那特支　　　1校　　　191日　　　 37,223食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　7,129食
　　合計　　　　　15校　　　　　　　　593,794食
・職員給与費　2人
・報酬、費用弁償　3人（会計年度任用職員）
・給食賄材料費
・給食調理配送業務委託料
・光熱水費
・施設修繕費（消毒保管機、ボイラー、ステンレス製回転釜　他）
・工事請負費（洗浄室特定天井改修工事、外壁等改修工事）
・一般経費（施設維持管理消耗品、設備保守点検等）
・給食配送車両購入費（繰越）

Ｃ Ｃ

30



【事務事業の執行状況に関する事項の教育行政評価委員会からの意見】 

 

◆高等教育振興費 

 ・高校と企業が連携して、魅力ある高校づくりを継続して進めていることは意義があ

る。恵那南高校に魅力があり、恵那南高校を卒業すると地元の良い企業に就職できる

ような、若者世代の定住につながる施策をさらに充実させてもらえると良い。 

 

・明知鉄道の乗車料金は高いので、通学費補助があることにより、通学費用に対する

ハードルが低くなり、進路先の選択肢として広がってくると思う。 

卒業後に地元企業に就職するなど、３年後を見据えて進路を選ぶと思うので、今後

さらに地元に密着した高校になってほしい。 

 

・通学費補助は、通学する生徒・保護者への負担軽減になるとともに、明知鉄道の利

用にもつながるため、両者にとってプラスである。 

 

 ◆児童福祉費 

 ・旧佐々良木保育園の解体工事は、長年の懸案事項でなかなか前に進まなかったが、

ようやく解体できてありがたい。 

 

 ・やまびここども園が増築され、子供たちに合った使いやすい、良い園舎だと思う。実

際に送り迎えをしていたので、自分の目で見てありがたいなということを思った。 
実際に使う人たちがどう思うか、子供がどうなのかということを、今後は、先生や子供、

保護者の意見を聞くことで、改修の時などに生きるのではないかと思う。 
 
 ・こども園の支援が必要な園児に対して、加配保育教諭が会計年度任用職員で 37 名が配

置されているが、現状の園の職員配置の中で、障害を持ってみえる子供への保育はしっか

りと行われているか。また、職員の確保は十分にできているか。 
 
 ・安全点検の面で、遊具等での事故が起きることがあるが、遊具の点検は十分に行われて

いるか。 
 
 ・幼児から「生きる力」を養うことは必要であり、幼児の資質・能力を見つけて伸ばして

ほしい。良さを見つけて褒める。その基礎としての、あいさつ、読書活動、英語遊び、特

色ある園活動をすべての園で行っていることに意義がある。生きる力を育むためには、運

動遊びの効果は大きい。手足を活発に動かすことで運動神経が高まり、脳の発達が促され

るので、どの園でも大切にしてほしい。 
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  年齢が小さい子供ほど個人差が大きいため、一人一人に応じた手立てが必要であり、加

配保育教諭が配置されていることは良い。 
  園の施設の改修や修繕など、安心安全な環境維持に努めていることは、子供を大切にし

ている表れである。 
 
◆教育総務費 

 ・教員修学基金による教員志望者への修学資金の貸し付けはありがたい。恵那市は地元の

教員が少ないので、少しでも多くの人に制度を利用してもらい、増やしていけると良い。

中学校や高校の方へ教育委員会から積極的に啓発してほしい。 
 
 ・さまざまな学校問題が増加する中で、スクールロイヤー（弁護士）を活用することは、

問題解決にあたり有効である。校内の連携とスクールロイヤーとの連携で、早めに解決す

ることが大事である。 
 
 ・教育・発達相談室「あおば」では、発達検査体制等の充実が図られ、積極的なサポート

が行われている。今後はさらに人員の配置が必要になると思う。 
 

・教育研究は、教員の資質向上のために重要なことであり、常に授業力の研鑽を積む

必要がある。その成果を他の教員に見てもらい、意見交換することで力量を高めるこ

とができるので、研究の充実を図ってほしい。 
 
・冊子を作ることが目的にならないように、授業をやって子供に学力をつけてもらえる研

究をみんなに見せてほしい。研究発表会は、発表を聞くだけではなく、意見交流ができる

ような工夫をすると良いと思う。 
 
・ふるさと学習読本の作成は素晴らしいことである。それを各学校でどう活用していくの

かが、もっと大切である。活用方法を調査研究して、次の学習読本に生かしてほしい。 

 

◆小学校・中学校費 

・スクールサポートスタッフについて、小学校は 14 校中 12 校、中学校は８校中８校に

配置されているが、小学校に全て配置されていないのはなぜか。 

 

・小学校施設改修事業費で、東野小学校屋内運動場大規模改修工事で約 2 億円。すべての

小学校で改修を行った場合、10 億円以上の予算がかかると思われるが、空調設備も含め、

中学校の改修の計画および状況はどうか。 
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 ・教育振興事業の中で、ふるさとふれあい交流や特色ある学校づくり、野外活動、食育推

進事業が実施されているが、実施された事業について、市内全域での報告のようなものは

あるか。 

 

 ・子供たちが安心安全な学校生活を送れるよう、学校環境の維持のため計画的に修繕

が行われている。今後も優先的に取り組んでほしい。学校から環境不全の相談があっ

た場合は、これまで以上に即時対応してほしい。 

 

 ・ＩＣＴ教育が充実しているので、タブレットなどの必要備品の更新は計画的にお願

いしたい。 

  タブレットの活用状況はどのようになっているか。効果的な活用方法の研究は進ん

でいるか。 

 

 ・恵那南中学校の整備でお金がかかると思うが、そのほかの学校も老朽化が進んでき

ているので、どの学校もあまり差が出ないように対応をお願いしたい。 

 

 ・恵那南中学校の開校に向け、子供の気持ち、親の気持ち、地域住民の気持ちを汲み取

りながら、今まで通り地道に話し合いを進めてほしいと思う。 

 

◆幼稚園費 

 ・私立幼稚園に通う子供の世帯に対しても、公立こども園の場合と同等の負担になる

よう支援ができている。 

 

◆社会教育費 

 ・市民講座で各講座の充足率はどのくらいか。 

 

 ・広報誌で市民講座のお知らせがあるが、宣伝によりもっと市民の方へ広められると

申し込みが増えると思う。 

 

 ・乳幼児学級について、出生数が減少している中で、今年度から恵南地域はまとめて

１ケ所での開催となったが、市の今後の展望は。 
 
 ・中学校の部活動が地域クラブ活動へ移行していくにあたり、吹奏楽部など費用がか

かる部活動もあるため、今後、青少年育成の事業として検討してもらえると良い。 
 
 ・青少年育成推進員の活躍は地道に行われており、今後も大切にしてほしい。 
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・地域学校協働活動の推進について、答申をまとめられたことは良いことだと思う。

現場ではどうしたら良いか困っていたので、市の統一見解が出されたことで、それに

沿って実践し、さらなる改善を図っていくことができる。 
 
 ・家庭教育支援計画の改定について、すべてを見直すのではなく、充実を図る事業を

重点的に絞り込み、話し合いが行われたことはとても良い。 
 
 ・三学のまちづくりでは、地域の三学推進の充実を図るため、交流などの取組が行わ

れており、中央だけではなく地域の活性化につながる。 
 
 ・旧岩村振興事務所を活用した先人顕彰拠点施設づくりは楽しみである。完成後は施

設の充実を図ってほしい。 
 
 ・恵那市は伝統文化を大切にしている。市民の文化レベルが高いまちとして、大いに

充実させてほしい。 
 
 ・恵那市は戦国時代に織田と武田の合戦の重要な地域であり、山城が多く残されてい

るため、それぞれの地域で山城の発掘など調査、研究を進められると良い。 
 
 ・図書館では、計画的に本が購入されていること、また、市民の要望に応じて購入を

進めていることが良い。 

 

◆保健体育費 

 ・水泳やゴルフ、ウォーキングなどスポーツに関する市民講座の開設を検討してほし

い。 

 

 ・スケート場で、アヴェニールマルシェｉｎたけなみが初めて開催されていたが、すごく

いい利活用ができていると思う。インターハイの影響があるかもしれないが、利用者数が

前年度比で 11,491 人も増加したのはすごいことだと思う。今後もイベントなど工夫しな

がら利用者を増やせるよう努めてほしい。 
 

 ・競技力の向上を目指した育成、軽スポーツを中心に手軽に運動に親しめるプログラ

ムの提供などを進めていることは良いと思う。 

 

 ・今後、中学校の部活動が地域クラブ活動へ移行されたあと、スポーツ活動の充実を

どのように図っていくのか中学校と話し合いを進め方針を出してほしい。指導者や場

34



所、移動手段などいろいろな課題がある。 
 
 ・スポーツ施設の管理が確実に行われており、利用者にとってはありがたいことであ

る。 

 

◆学校給食費 

 ・市内の福祉施設では、冷凍食品やチルド食品など手作りではなくなってきている状況が

あるが、給食センターで学校だけでなく福祉施設などにも、食事を提供するような体制

づくりは可能か。 

35



 
 
 
 
 

 
 

参 考 資 料 

 
 
 

１ 恵那市教育委員会点検評価実施要領 
 

２ 恵那市教育委員会組織図 
 

３ 令和５年度恵那市教育委員会提出議案等 
 
４ 恵那市教育行政評価委員 

36



 

 

１ 恵那市教育委員会点検評価実施要領 

平成 21年 7月 24日恵那市教育委員会告示第 14号 

 （目的） 

第１条 この要領は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律

第 162 号。以下「法」という。）第 26条第１項に規定する点検及び評価につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

 （評価事項） 

第２条 教育委員会は、前年度の次の各号に掲げる教育委員会の取組について点

検及び評価を実施する。 

 （１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

  ア 教育委員会の会議の実施状況 

  イ 教育委員会の調査活動の状況 

 （２） 事務事業の執行状況に関する事項 

  ア 主要施策の執行状況 

  イ 主要施策の執行による成果 

 （３） その他教育委員会が必要と認める事項 

 （点検評価の手順） 

第３条 教育長は、前年度における前条第１号及び第３号に掲げる事項について、

教育委員会会議等の点検及び評価（様式第１号）により、点検及び評価を行う

ものとする。 

２ 前年度における前条第２号に掲げる事項についての点検及び評価は、市が実

施する決算報告により行うものとする。 

３ 教育長は、、前２項の結果を教育委員会に報告する。 

４ 教育委員会は、前項の報告を基準として、点検及び評価を実施する。 

 （評価委員会の設置） 

第４条 教育委員会は、法第 26条第２項の規定により、同条第１項の点検及び評

価を行うに当たって教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

恵那市教育行政評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事務） 

第５条 委員会は、教育委員会の求めに応じ、第３条の点検及び評価を行うに当

たり、意見を述べるものとする。 
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 （委員） 

第６条 委員会は、５人以内の委員で組織し、委員会の委員は、優れた識見を有

する者その他教育委員会が適当と認める者のうちから教育委員会が委嘱する。 

２ 委員の任期は２年とし、再任されることができる。ただし、補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第７条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選による。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が

指定した委員がその職務を代理する。 

 （公表） 

第８条 教育委員会は、法第 26条第１項に規定する点検及び評価の結果に関する

公表について、ホームページにより行うものとする。 

 （委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、告示の日から施行する。 

   附 則（令和２年７月 28日教委告示第 13号） 

 この告示は、告示の日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

 教育委員会会議等の点検及び評価 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

教育委員会会

議の実施状況 

  

調査活動等の

状況 

  

その他の事項   

 

39



２　恵那市教育委員会の組織図

学校統合準備室

恵那市学校給食センター

山岡学校給食センター

明智学校給食センター

学校教育係

ＩＣＴ教育推進室

教育研究所

大井小学校

大井第二小学校

長島小学校

東野小学校

三郷小学校

武並小学校

恵那北小学校

中野方小学校

飯地小学校

教育長 岩邑小学校

委員（教育長職務代理者） 山岡小学校

委員 明智小学校

委員 串原小学校

委員 上矢作小学校

恵那東中学校
恵那西中学校
恵那北中学校

岩邑中学校

山岡中学校

明智中学校

串原中学校

上矢作中学校

教育・発達支援センター

幼児教育係

城ケ丘こども園 【指定管理】

大井こども園 

おさしま二葉こども園【指定管理】 

やまびここども園

東野こども園

みさとこども園

武並こども園

中野方こども園

飯地こども園

岩村こども園 【指定管理】

山岡こども園

明智こども園

串原こども園

上矢作こども園

スポーツ振興係・施設管理係

スケート振興室

恵那市槙ケ根体育センター【指定管理】

まきがね公園運動施設 【指定管理】

山岡町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】

明智町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】

三学運動推進係・文化振興係・歴史資産整備係
恵那文化センター 文化施設係
中央図書館
中山道広重美術館 【指定管理】

教

育

委

員

会

教 育 総 務 課 総務係

副

教

育

長
学校教育課

事

務

局

長

幼児教育課

スポーツ課

生涯学習課
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委員会回数 議決年月日 議案番号

第5回定例会 令和5年4月27日 議第13号 恵那市恵那南地区統合中学校準備委員会設置要綱の制定について

議第14号 恵那市選奨生選考会規程の一部改正について

議第15号 恵那市社会教育委員の委嘱について

議第16号 恵那市公民館運営審議会委員の委嘱について

議第17号 令和５年度教科用図書東濃採択地区協議会の設置について

議第18号 令和５年度教科用図書東濃採択地区協議会委員の選出について

第６回定例会 令和5年5月24日 議第19号

議第20号

議第21号

議第22号

第７回定例会 令和5年6月27日 議第23号

第８回定例会 令和5年7月27日 議第24号

議第25号

議第26号 令和６年度使用教科用図書の議決について

第９回定例会 令和5年8月25日 議第27号

議第28号

第10回定例会 令和5年9月26日 承第１号

議第29号 令和４年度恵那市教育委員会事務事業別点検及び評価について

議第30号 恵那市教育支援委員会規則の一部改正について

議第31号 恵那市恵那南地区統合中学校基本構想について

第11回定例会 令和5年10月26日 報第１号

第12回定例会 令和5年11月24日 議第32号

議第33号

報第２号

第13回定例会 令和5年12月22日 承第２号

承第３号

議第34号

議第35号

議第36号

報第３号

第１回定例会 令和6年1月31日 議第１号

議第２号 恵那市における地域学校協働活動の推進について

議第３号 恵那市図書館協議会委員の委嘱について

協第１号 令和６年度「恵那市の教育」(案)の意見聴取について

令和４年度教育委員会点検・評価報告書について

専決処分の承認について（専第３号　令和５年度恵那市一般会計補正予算（第７
号）について）

恵那市正家廃寺跡調査整備委員会設置要綱の一部改正について

恵那市正家廃寺跡整備構想検討委員会設置要綱の廃止について

恵那市指定文化財の指定について

恵那市図書館協議会委員の委嘱について

令和５年度９月補正予算（案）に関する意見について

令和５年度恵那市教育委員会提出議案等について

提　出　議　案　等

恵那市教育委員会会議等点検及び評価について

恵那市子どもの読書活動推進計画策定委員会設置要綱の制定について

恵那市スクールバス運行管理規則の一部を改正する規則について

恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正に関する意見について

おさしま二葉こども園の指定管理者の指定について

恵那市教職員住宅管理規則の一部を改正する規則について

専決処分の承認について（専第１号　契約の締結について）

恵那南地区統合中学校準備委員会の進捗状況について

令和５年度１２月補正予算（案）に関する意見について

令和５年度６月補正予算（案）に関する意見について

恵那市明知城跡調査検討委員会設置要綱の制定について

恵那市要保護児童生徒及び準要保護児童生徒認定規則の一部改正について

専決処分の承認について（専第２号　恵那南地区統合中学校校舎の改修につい
て）

恵那南地区統合中学校準備委員会の進捗状況について

41



委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

第２回定例会 令和6年2月21日 議第４号

議第５号

議第６号 恵那市学校設置条例の一部改正に関する意見について

議第７号

議第８号 令和６年度恵那市一般会計予算（案）に関する意見について

協第２号 令和６年度「恵那市の教育」（案）について

第３回臨時会 令和6年3月7日 議第９号

第４回定例会 令和6年3月26日 議第10号

議第11号

議第12号

議第13号

議第14号

令和５年度恵那市一般会計補正予算（第９号）（案）に関する意見について

恵那市教育委員会事務局組織規則の一部改正する規則について

恵那市立学校施設開放規則の一部改正について

令和６年度教職員の人事について

恵那市基金条例の一部改正に関する意見について

恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正に関する意見について

恵那市正家廃寺跡調査整備委員会設置要綱等の一部改正する要綱について

恵那市歴史資料館整備検討委員会設置要綱の制定について

恵那市招致外国青年就業規則の一部改正について
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協議会回数 開催年月日 議案番号 報　告　事　項　等

第１回協議会 令和5年4月27日 報第１号 恵那南地区統合中学校準備委員会の設置について

報第２号 ポーランド・オリンピック委員会の公式行事への参加について

報第３号 市指定文化財の諮問について

報第４号 ポーランド共和国フォークダンスチームの公演について

報第５号
子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）の文部科学大臣表
彰受賞について

報第６号
低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金の給付
について

報第７号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第８号 恵那市の園小中学校のトピック（５月）について

報第９号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第10号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第11号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第12号 その他

第２回協議会 令和5年5月24日 報第１号 恵那南地区統合中学校に関する状況の報告について

報第２号
恵那市保育所等保育環境改善等事業補助金交付要綱の制定につい
て

報第３号 物価高騰による私立保育所等への支援について

報第４号 使用済みおむつの園処分対応について

報第５号
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て）

報第６号 第１９回恵那市少年の主張大会の開催について

報第７号 まちづくり懇談会の開催について

報第８号 公共施設予約システムの予約開始について

報第９号 ２０２３健幸フェスタinえなの開催について

報第10号 岐阜県第２子以降出産祝金支給事業について

報第11号 第３子以降出産子育て応援給付金事業について

報第12号 岐阜県高等学校就学準備等支援金支給事業について

報第13号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第14号 恵那市の園小中学校のトピック（６月）について

報第15号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第16号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第17号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第18号 その他

第３回協議会 令和5年6月27日 報第１号 恵那南地区統合中学校準備委員会設置について

報第２号 「中学生と恵那市の未来を語る会」の開催について

報第３号
恵那市ふるさと学習読本vol.10『岩村城へ行こう　国を押さえる東美濃
のかなめの城』の発刊について

令和５年度恵那市教育委員会協議会報告事項等について
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協議会回数 開催年月日 議案番号 報　告　事　項　等

第３回協議会 令和5年6月27日 報第４号 恵那市こども園管理規則の一部改正について

報第５号 指定管理施設の利用時間等の変更について

報第６号 えなしこどもフェスタ2023の開催について

報第７号 第四次恵那市子どもの読書活動推進計画の策定について

報第８号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第９号 恵那市の園小中学校のトピック（７月）について

報第10号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第11号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第12号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第13号 その他

第４回協議会 令和5年7月27日 報第１号 学校における温湿度センサー監視サイトの導入について

報第２号 こども園のＩＣＴ化事業の報告について

報第３号
笠置峡ボート・カヌー場での実業団ボートチームの合宿及びボート教室
の実施について

報第４号 中山道広重美術館の美術資料購入について

報第５号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第６号 恵那市の園小中学校のトピック（８月）について

報第７号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第８号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第９号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第10号 その他

第５回協議会 令和5年8月25日 報第１号 恵那南地区統合中学校準備委員会理事会の報告について

報第２号 私立保育園業務効率化のためのＩＣＴ導入補助について

報第３号 先人顕彰拠点施設の整備について

報第４号
ポーランド共和国シロンスク県と岐阜県の友好に関する覚書調印式典
等への参加について

報第５号 総合防災訓練の実施について

報第６号 令和５年度子育て支援商品券事業の実施について

報第７号 公共施設の有効活用について

報第８号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第９号 恵那市の園小中学校のトピック（９月）について

報第10号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第11号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第12号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第13号 その他

令和5年9月21日 協第１号 恵那市恵那南地区統合中学校基本構想について

報第１号 契約の締結について

第６回臨時
協議会
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協議会回数 開催年月日 議案番号 報　告　事　項　等

第７回協議会 令和5年9月26日 報第１号 恵那南地区統合中学校について

報第２号 令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について

報第３号
恵那市立こども園会計年度任用職員のインフルエンザ予防接種に係
る費用の助成に関する要綱の一部改正について

報第４号 恵那市保育所業務効率化推進事業補助金交付要綱の制定について

報第５号 山岡中学校の土砂災害警戒区域等の指定について

報第６号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第７号 恵那市の園小中学校のトピック（10月）について

報第８号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第９号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第10号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第11号 その他

第８回協議会 令和5年10月26日 報第１号
恵那市制20周年記念事業小平奈緒氏によるスケート教室及び講演会
の開催について

報第２号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第３号 恵那市の園小中学校のトピック（11月）について

報第４号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第５号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第６号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第７号 その他

第９回協議会 令和5年11月24日 報第１号 恵那市教育委員会の委員の任命について

報第２号 恵那南地区統合中学校校舎建設について

報第３号 市内小中学生及び園児の給食費支援について

報第４号
専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについ
て）

報第５号 恵那市学校設置条例の一部改正について

報第６号 オリンピアンによる陸上教室の開催について

報第７号 演技ワークショップの開催について

報第８号 絵画「菅原伝授　桜丸」の寄贈について

報第９号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第10号 恵那市の園小中学校のトピック（12月）について

報第11号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第12号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第13号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第14号 その他

第10回協議会 令和5年12月22日 報第１号 恵那南地区統合中学校について

報第２号 物価高騰による私立保育所等への支援について
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協議会回数 開催年月日 議案番号 報　告　事　項　等

第10回協議会 令和5年12月22日 報第３号 インターハイスピードスケート競技選手権大会の開催について

報第４号 恵那市制２０周年記念「二十歳を祝う会　恵成式」の開催について

報第５号
恵那市制二十周年記念第３４回恵那市伝統芸能大会と絵画寄贈への
感謝状贈呈式の開催について

報第６号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第７号 恵那市の園小中学校のトピック（１月）について

報第８号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第９号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第10号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第11号 その他

第１回協議会 令和6年1月31日 報第１号 日本ＩＣＴ教育アワードの受賞報告と受賞交流会の実施について

報第２号
恵那市立こども園会計年度任用職員のインフルエンザ予防接種に係る
費用の助成に関する要綱の一部改正について

報第３号
「恵那市制２０周年記念」十六フィナンシャルグループ卓球部による卓球
教室の開催について

報第４号 第２１回下田歌子賞表彰式について

報第５号
電話交換機設備の更新に伴う公共施設の新しい電話番号の追加につ
いて

報第６号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第７号 恵那市の園小中学校のトピック（２月）について

報第８号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第９号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第10号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第11号 その他

第２回協議会 令和6年2月21日 報第１号 令和６年度主要事業の概要について

報第２号 株式会社アクトスとの連携協定の締結について

報第３号 武並コミュニティセンターの第７６回優良公民館表彰の受賞について

報第４号 恵那市債権管理条例の制定について

報第５号 恵那市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について

報第６号 民間企業等との人事交流の実施について

報第７号 岐阜県ポーランド交流協会の設立について

報第８号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第９号 恵那市の園小中学校のトピック（３月）について

報第10号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第11号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第12号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第13号 その他
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協議会回数 開催年月日 議案番号 報　告　事　項　等

第３回協議会 令和6年3月26日 報第１号
恵那市岐阜県立恵那南高等学校生通学支援事業補助金交付要綱の
一部改正について

報第２号 恵那南地区統合中学校について

報第３号 ＩＣＴ活用推進方針及び学習ドリルアプリの更新について

報第４号 恵那市保育所等給食費補助金交付要綱の制定について

報第５号 恵那市保育所等物価高騰支援金交付要綱の一部改正について

報第６号 こども園評価結果について

報第７号
ポーランド共和国の「日本美術技術博物館マンガ」と「中山道広重美術
館」との友好協力協定締結式の開催について

報第８号 行政組織の見直しについて

報第９号 令和５年度教育委員会重点目標について

報第10号 恵那市の園小中学校のトピック（４月）について

報第11号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第12号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第13号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第14号 その他
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４ 恵那市教育行政評価委員 
 

                          （敬称略／氏名五十音） 

役職名 氏   名 公 職 等 

委員長 林  達夫 有識者 

職務代理者 小木曽 信夫 地域自治区会長会議代表 

委員 楯 博子 恵那市小中学校校長会代表 

委員 原  要 保護司会代表 

委員 山田 英明 恵那市ＰＴＡ連合会代表 

 

48



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度（令和５年度対象） 教育委員会点検・評価報告書 
                                   

発行 恵那市教育委員会 
〒５０９－７２９２ 恵那市長島町正家一丁目１番地１ 
電 話：（０５７３）２６－２１１１（代表） 
    （０５７３）２６－６８４９（直通） 
ＦＡＸ：（０５７３）２６－２１８９ 




